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神
學
者
と
し
て
の
パ
ウ
ロ

　
　
　
パ
ウ
ロ
紳
學
の
意
義
に
つ

い
て

山
　
谷

省
　
吾

　
　
　
　
　
　
　
一

　
第
十
九
世
紀
の
中
葉
以
來
、
基
督
国
々
理
の
支
配
か
ら
離
脱
し
た
純
歴
史
的
方
法
の
み
に
よ
る

バ
ウ
饗
の
研
究
が
次
第
に
深
ま
り
行
く
に
從
っ
て
、
從
來
の
様
に
、
パ
ウ
ロ
を
聯
學
の
組
織
者
と
見

離
し
、
冷
覚
的
膿
系
と
し
て
の
『
バ
ク
官
紳
學
』
に
つ
き
云
々
す
る
こ
と
に
關
し
て
、
人
々
は
疑
惑
を

挿
み
、
更
に
そ
の
誤
謬
を
戚
知
す
る
に
至
っ
た
。
　
，

　
バ
ウ
”
を
組
織
県
西
者
と
解
す
る
見
方
は
、
既
に
古
代
激
會
内
に
て
行
は
れ
て
る
π
が
、
宗
敢
改

革
後
に
至
っ
て
一
層
明
か
に
現
は
れ
て
來
た
。
そ
れ
は
啓
示
書
と
し
て
の
聖
書
、
紳
と
救
と
に
つ

い
て
誤
り
な
き
藪
へ
を
包
含
せ
る
椹
威
書
と
し
て
の
聖
書
の
信
仰
が
確
立
し
た
結
果
に
外
な
ら

な
い
。
信
仰
の
内
容
を
組
織
立
て
、
子
羊
せ
ん
と
す
る
時
（
か
、
る
必
要
は
宗
澱
改
革
時
代
に
於

て
既
に
戚
せ
ら
れ
て
る
た
）
入
は
自
然
に
『
そ
の
中
に
完
全
な
敏
理
を
包
含
す
る
所
の
』
聖
書
に
來

（
一
）

た
。
聖
書
串
最
も
理
論
酌
概
念
的
に
構
成
さ
れ
て
を
る
パ
ウ
質
の
手
紙
、
殊
に
賞
マ
書
に
來
た
。

　
　
　
淋
學
潜
と
し
て
の
パ
ウ
ロ
ー
バ
ウ
驚
聯
學
の
意
義
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
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折
q
墨
・
研
究
　
第
二
百
十
轟
ハ
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
四
〇

メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
（
ン
幽
Φ
一
騨
嵩
O
び
鶏
瞬
O
＝
）
も
カ
ル
ヅ
イ
ン
（
O
鉱
く
ε
も
、
各
々
範
を
質
マ
書
に
と
っ
て
基
督
激
の

激
へ
を
叙
述
し
た
。
此
等
の
最
も
影
響
の
大
き
い
二
野
の
紳
學
者
、
並
に
彼
等
に
響
く
十
七
世
紀

の
紳
芸
者
達
の
眼
に
、
バ
ウ
質
は
最
初
の
組
織
騨
學
者
と
し
て
映
じ
、
組
織
棘
思
者
と
し
て
奪
敬
を

受
け
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
十
七
世
紀
に
於
て
、
『
激
理
事
』
（
ご
○
ぴ
q
ヨ
銭
ε
が
二
五
的
方
法
を
用
み
て

プ
貿
タ
ス
タ
ン
ト
主
義
の
里
馬
内
容
の
組
織
化
に
着
手
し
、
そ
の
結
果
『
聖
書
紳
學
』
（
国
ぴ
蔚
冨
8
ぴ
Φ
？

δ
ぴ
q
昼
6
ぴ
8
δ
α
q
鴇
○
略
夢
。
ゆ
薫
。
）
を
濁
射
せ
る
紳
學
の
分
科
と
し
て
己
れ
か
ら
分
離
せ
し
め
た
時
、
『
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

ウ
p
紳
學
』
は
そ
の
位
畳
を
か
へ
て
、
後
者
に
於
て
最
高
の
地
位
を
占
め
る
や
う
に
な
っ
た
。
蓋

し
、
聖
書
の
他
の
部
分
の
、
例
へ
ば
共
塗
輿
音
書
の
帥
學
を
作
り
上
げ
ん
と
す
る
の
に
は
、
非
常
な
無

理
を
敢
て
し
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
る
の
に
反
し
、
パ
ウ
ロ
の
手
紙
か
ら
紳
學
思
想
を
引
出
し
、
之

を
組
織
化
す
る
の
は
、
比
較
酌
容
易
な
仕
事
だ
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
『
聖
書
応
諾
』
殊
に
『
新
約
聖

書
帥
學
』
は
、
激
灘
學
と
雄
ん
で
激
翌
翌
で
勢
力
を
警
む
る
に
至
っ
た
の
で
、
從
っ
て
メ
ゥ
靱
を
以

て
組
織
紳
士
者
と
見
、
彼
の
手
紙
を
以
て
紳
學
の
組
織
を
叙
述
せ
る
も
の
と
爲
す
見
解
は
、
こ
れ
等

の
紳
學
の
二
分
科
を
通
じ
て
、
一
般
に
行
は
れ
て
來
た
の
で
あ
る
。
我
々
は
十
九
世
紀
管
掌
に
出

た
ホ
ル
ス
テ
ン
（
｛
り
9
桟
一
　
｝
幽
〇
一
ω
け
Φ
障
）
や
プ
ラ
イ
デ
ラ
ー
（
9
8
℃
鶏
Φ
難
雲
際
）
の
如
き
最
も
勝
れ
た
近
代
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

バ
ゥ
ロ
研
究
者
に
干
て
さ
へ
、
か
、
る
見
解
の
強
い
影
響
を
認
め
る
こ
と
が
凄
解
る
。
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（
｝
）
Ω
篇
く
ぎ
”
回
蕊
黛
露
Φ
。
。
”
鐸
§
も
・
回
馨
a
ξ
寓
曽
冨
。
く
ぐ
。
椀
嬢
鴨
く
。
だ
H
．
b
，
㊤
’

　
（
二
）
宗
教
改
革
後
の
教
理
學
の
叢
蓬
に
つ
い
て
に
考
”
揖
霞
葺
盃
毎
“
Ω
鼠
舞
欝
窄
箕
即
窪
鍵
冨
け
剛
肌
。
ぽ
U
薦
彰
鎮
欝
（
呂
麟
【
一
揮
需
価
窪
Q
護
。
鄭
飛
鴛
ぼ
。
炉

　
　
　
ぎ
』
D
“
這
O
タ
饗
照
。
新
約
受
書
院
賞
の
毎
号
に
つ
い
て
に
、
同
8
寧
踏
o
H
亀
目
貨
∫
卜
。
　
｝
皆
9
ロ
儀
興
器
㌶
①
ω
薯
｝
日
2
蝕
畠
。
昌
想
お
。
δ
腎
Q
一
〇
野
鱒

　
　
　
浮
＆
胃
回
O
置
字
q
黛
層
9
巳
塚
、
o
ぎ
ρ
艶
器
。
ご
σ
。
冨
山
震
客
・
目
。
。
巳
笛
：
臣
臨
艘
お
お
』
巨
費
轍
毒
0
3
①
一
“
七
つ
ひ
密
9
0
罷
μ
8
ざ
σ
q
一
㊦
儀
霧
累
顧
8
。
・
．
恥
跨
μ
嵩
・

　
　
　
回
8
Q
。
回
轟
｛
参
照
。

　
（
三
）
ρ
凝
。
蓉
窪
“
d
鵠
臨
く
窪
鴨
一
ご
ぎ
伽
沼
》
髪
ζ
。
・
日
㊦
ゆ
H
囲
．
》
蝕
§
σ
Q
辱
d
げ
O
o
山
巴
μ
ぎ
躍
ぎ
鷺
面
繋
圃
器
ぎ
回
圃
伍
畠
①
霞
ゆ
憎
口
気
。
を
見
よ
。
そ
の
整
然

　
　
　
れ
る
思
想
過
程
に
紳
働
者
パ
ウ
ロ
を
物
語
る
に
＋
分
で
あ
ら
う
。
又
甥
籔
ゆ
奪
の
男
鶏
一
裟
・
・
曇
。
・
・
、
・
》
塾
H
ω
8
も
、
既
に
そ
の
表
題
が
示

　
　
　
し
て
を
る
や
う
に
、
パ
ウ
ロ
の
思
想
葎
立
派
な
紐
織
と
し
て
見
る
強
い
傾
向
な
壷
に
し
て
な
る
。

　
然
る
に
が
く
し
て
成
立
し
た
『
聖
書
紳
學
』
も
、
い
つ
の
問
に
か
、
そ
の
規
範
的
性
質
を
取
去
ら
れ

て
、
賊
軍
史
的
な
學
科
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
蓋
、
啓
蒙
思
想
の
下
に
開
始
さ
れ
た
歴
史
研
究
は
、
從

來
の
如
く
宮
ら
敢
理
の
前
提
の
下
に
立
つ
こ
と
を
写
せ
す
、
～
般
歴
史
の
一
部
分
と
し
て
原
始
基

督
激
を
取
扱
ひ
、
聖
書
に
他
の
文
書
と
同
様
歴
吏
的
研
究
方
法
を
適
用
し
、
言
語
學
的
・
丈
纂
録
的
・
乃

至
は
毅
生
論
的
・
批
評
的
立
場
に
立
っ
て
そ
の
内
容
を
槍
討
し
、
し
か
も
時
と
共
に
愈
々
微
に
入
り

徹
底
的
に
之
を
行
っ
た
か
ら
で
め
る
。
人
は
歴
吏
離
婁
實
の
記
述
に
興
味
を
持
ち
、
入
物
の
性
絡

と
蛸
壷
と
を
好
ん
で
語
り
、
聖
書
贈
呈
激
患
想
の
楼
展
と
外
部
よ
り
の
影
響
と
を
重
要
難
し
繊
し

た
。
か
、
る
見
方
は
パ
ウ
ロ
を
以
て
啓
示
の
把
持
野
馬
は
そ
の
組
織
者
と
し
て
や
は
な
く
、
一
欄

の
雪
鬼
的
天
才
と
し
て
、
編
昔
の
野
里
と
し
て
、
更
に
勝
れ
た
手
紙
書
き
と
し
て
見
る
に
至
ら
し
め

　
　
　
　
融
胴
囲
堕
串
弔
｝
ζ
し
て
の
パ
ウ
ロ
ー
パ
ウ
嶽
軸
僻
阻
甲
の
ノ
轟
献
腺
犠
に
ド
つ
い
ば
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎞
闘
　
一
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哲
學
研
究
第
二
百
十
六
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

π
。
次
い
で
『
聖
書
紳
學
』
な
る
概
念
の
不
言
が
叫
ば
れ
始
め
、
『
新
約
聖
書
交
々
』
を
饗
象
と
す
る

所
謂
『
緒
論
』
（
違
乱
Φ
間
け
§
鵬
営
（
ざ
。
・
客
。
二
〇
、
切
霧
鼠
舞
歪
益
穿
嘗
○
飾
〆
鐸
圃
9
ρ
9
ユ
6
野
虫
く
、
ト
、
○
馨
ρ
ヨ
①
暮
）
の
代
り
に
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

代
基
督
激
文
學
史
を
お
か
ん
と
す
る
試
み
が
爲
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
メ
ウ
Ψ
の
手
紙
も
古
代
世
界

に
書
か
れ
た
手
紙
の
一
種
と
見
ら
れ
．
彼
自
身
も
、
古
代
宗
激
釜
中
の
｝
入
物
と
し
て
取
扱
は
れ
る

の
止
む
な
き
に
至
っ
た
。
且
つ
他
方
シ
ュ
ラ
イ
エ
ぞ
マ
ッ
ハ
ー
以
後
の
組
織
紳
學
の
下
達
は
、
霞

ら
の
方
法
と
特
質
と
の
反
省
を
促
し
、
引
い
て
は
バ
ウ
鷲
の
思
想
を
以
て
一
個
の
紳
學
組
織
と
見

る
の
誤
を
脅
給
せ
し
め
た
○
此
等
の
事
構
に
基
い
て
、
前
述
の
や
う
に
、
入
々
は
：
ハ
ゥ
田
野
學
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
醜
一
二
）

義
に
就
て
問
ひ
始
め
た
。
そ
し
て
フ
ァ
イ
ネ
（
「
℃
欝
押
麟
　
甥
○
凶
轟
O
）
は
答
へ
た
、
バ
ゥ
ロ
は
原
始
基
督
激
中

の
最
大
の
思
想
家
で
あ
り
最
大
の
野
芝
者
で
は
あ
る
が
、
組
織
家
で
は
な
い
と
。
蓋
、
彼
は
瀞
學
と

停
留
組
織
と
を
、
．
パ
ウ
ロ
に
於
て
分
け
る
必
要
を
認
め
た
の
で
あ
る
○
　
ダ
イ
ス
マ
ソ
（
〉
α
o
弾
じ
色
ω
ω
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

ヨ
雲
⇔
）
は
更
に
進
ん
で
云
う
た
、
從
摩
の
パ
ゥ
ロ
研
究
で
は
『
紳
學
旛
』
と
し
て
の
バ
ゥ
ロ
並
び
に
バ

ウ
買
の
『
紳
學
』
に
主
要
黙
が
お
か
れ
て
る
た
が
、
そ
れ
は
邪
道
で
あ
っ
て
、
彼
の
入
物
の
固
有
性
を
、

即
ち
彼
の
隠
勢
膿
験
の
豫
言
者
的
な
カ
と
彼
の
實
際
的
雪
沓
の
勢
力
と
を
蔽
ひ
思
す
こ
と
に
な

る
。
『
彼
は
そ
の
本
質
上
先
づ
第
一
に
信
仰
の
英
雄
で
あ
る
。
紳
學
酌
な
も
の
は
第
二
次
的
な
も

の
で
あ
る
。
素
朴
的
な
も
の
が
彼
に
あ
っ
て
は
反
省
酌
な
も
の
よ
り
も
強
く
、
淋
二
七
な
も
の
が



激
理
的
な
も
の
よ
り
も
強
い
。
キ
ソ
ス
ト
は
彼
に
と
っ
て
は
キ
ヲ
ス
ト
論
以
上
で
あ
り
、
紳
は
淋

概
以
上
で
あ
る
。
彼
は
三
者
的
解
鐸
者
と
探
究
町
営
輝
輝
で
あ
る
よ
り
も
遙
か
に
以
上
に
、
赫
り

　
　
　
あ
か

の
入
と
謹
し
入
で
あ
り
告
白
者
と
預
言
者
で
あ
る
』
と
。

　
（
一
）
か
・
る
主
張
た
最
も
強
く
表
に
し
て
み
る
の
江
ノ
ノ
，
“
冨
。
戸
奮
9
》
図
饗
【
o
㎝
G
三
答
o
皿
緯
紘
尾
瀬
’
目
O
誠
の
序
丈
で
あ
る
。
づ
『
o
葺
鼻
℃
づ
帥
ゲ
憂
。
冨

　
　
　
峠
、
げ
o
o
ぎ
駐
。
島
霧
Z
・
R
、
幹
に
∵
も
サ
プ
タ
・
4
ト
ル
と
・
し
て
同
色
O
ズ
。
賦
ぴ
q
ぴ
一
一
嗣
翁
窩
艶
μ
（
副
（
冨
笛
困
凝
〇
一
＝
，
［
湾
。
＝
磐
彰
硫
と
詑
し
て
み
る
。

　
（
二
）
例
へ
．
ぼ
ン
胴
跨
門
篇
訂
田
）
凱
）
O
嬬
離
伊
O
O
皿
2
瓢
皇
嵐
O
【
一
〇
門
⊆
湾
び
脱
ジ
価
搾
び
つ
離
目
凱
｛
O
峯
ε
憎
ゆ
降
臨
ρ
H
O
ゆ
｛
刷
蹴
劣
昭
…
O

　
（
三
）
旧
》
餌
≡
一
男
。
ヨ
（
ご
賢
律
牙
一
⑳
巳
の
芭
窓
。
δ
7
9
0
お
O
⇔
幹
諮
メ

　
（
凋
M
）
〉
告
。
罵
冒
）
鼠
沼
ヨ
鍵
岬
♪
℃
p
ε
藍
ゆ
’
〉
ρ
ρ
μ
O
ゆ
⑳
Q
蔭
’
ζ
っ
し
P

2b”9

　
　
　
　
　
　
二

　
…
問
題
は
『
騨
學
』
（
臼
o
O
δ
臨
ρ
）
な
る
語
の
宇
義
に
か
、
つ
て
を
る
。
　
も
し
今
日
の
憤
悶
が
一
般
に

解
す
る
や
う
に
、
赫
學
を
以
て
學
問
の
　
分
科
と
な
し
、
他
の
文
化
科
學
と
並
べ
て
考
察
す
る
と
す

れ
ば
、
我
等
は
い
き
ほ
ひ
膠
質
的
警
察
・
眞
理
へ
の
欲
求
乃
至
は
餐
個
の
知
識
の
把
握
と
、
そ
の
磯
系

化
の
怨
め
の
方
法
な
ど
を
重
要
下
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
紳
學
と
ば
か
、
る
諸
要
素
に
満
足

を
與
へ
つ
、
爲
さ
れ
る
所
の
信
仰
内
容
の
考
察
叉
は
そ
の
結
果
創
串
さ
れ
た
膿
系
に
外
な
ら
な

（
一
）

い
。
然
し
バ
ウ
算
が
か
、
る
意
味
の
紳
學
者
で
な
い
こ
と
は
、
云
ふ
迄
も
な
い
。
　
一
般
に
、
哲
學
的

抽
出
索
の
能
力
を
福
二
い
て
る
る
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ユ
ダ
ヤ
精
蝋
騨
が
指
道
ご
的
地
位
に
あ
っ
π
原
始
基
督
一
敏

　
　
　
脚
學
看
と
し
て
の
パ
ウ
ロ
ー
パ
ウ
ロ
榊
學
の
意
義
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
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哲
墨
研
究
　
　
策
二
百
み
一
山
ハ
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四

に
於
て
は
、
厳
密
な
意
昧
の
神
戸
な
る
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
嚴
密
な
る
意
味
の
紳
學
は
、
少

く
と
も
…
基
督
嵌
の
地
盤
に
於
て
は
、
第
三
働
紀
の
初
め
希
騰
哲
學
の
精
紳
に
潤
ほ
さ
れ
そ
の
正
規

な
學
修
を
経
π
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ソ
ヤ
の
學
斗
酒
ソ
グ
．
矛
ス
（
9
闘
σ
。
．
窪
。
ω
）
に
至
っ
て
初
め
て
獲
生
し

　
　
　
　
（
二
）

た
の
で
あ
る
○
　
．
ハ
ゥ
買
に
は
主
題
早
昼
紳
若
し
く
は
慮
昼
と
云
っ
た
や
う
な
も
の
は
見
ら
れ
な

い
。
入
は
そ
の
際
好
ん
で
質
マ
書
を
引
合
に
出
す
。
然
し
饗
マ
書
は
淡
し
て
基
督
激
の
敷
へ
の

書
物
で
は
な
い
。
こ
の
黙
に
於
て
野
川
ヅ
ィ
ン
の
ぎ
ω
陣
鼠
。
琶
繭
駐
○
鼠
ψ
o
導
算
鴬
舌
。
と
は
異
っ
て
を

る
。
こ
の
改
革
者
に
と
っ
て
は
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
み
る
の
は
鼠
ハ
の
信
仰
を
深
め
る
囲
め
の
根
本

原
理
で
あ
り
健
全
な
澱
へ
で
あ
り
キ
ソ
ス
ト
に
つ
い
て
の
知
識
で
あ
り
、
基
督
激
的
哲
學
の
圭
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

事
項
に
即
す
る
叙
述
で
あ
っ
た
。
然
し
p
マ
書
は
信
徒
の
『
堅
う
せ
ら
れ
る
浄
め
の
盤
の
賜
物

暑
§
遷
塁
§
§
』
（
皿
ノ
㎜
二
）
で
あ
り
、
愚
者
の
膿
得
し
智
者
の
蹴
と
す
る
『
鵬
音
冠
ミ
ぎ
ム
押
）
で
あ

っ
た
。
一
趨
よ
う
バ
ッ
冒
の
手
紙
の
中
に
は
、
希
騰
の
思
想
家
が
好
ん
で
用
み
た
語
が
あ
ち
こ
ち

に
出
て
を
る
。
あ
る
時
彼
は
、
己
れ
の
鵬
昔
を
野
饗
者
か
ら
防
衛
す
る
霧
め
に
．
『
我
等
は
眞
理
に

逆
ひ
て
（
§
禽
・
・
ぎ
曇
・
罷
力
な
一
、
眞
理
の
富
め
に
（
碁
費
・
ぎ
凌
琶
能
力
あ
り
』
（
伽
ご
議
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
！
「
U
［
嚢
）

云
っ
た
。
そ
れ
は
恰
も
臆
臓
の
哲
學
者
の
ロ
か
ら
で
も
出
さ
う
な
句
で
あ
る
。
然
し
こ
、
で
云

ふ
『
眞
理
』
と
は
ロ
ゴ
ス
の
性
質
た
る
實
在
性
・
興
単
性
若
く
は
誤
ら
ざ
る
認
識
・
事
實
に
適
濁
し
た



　
隻
影
な
ど
を
指
す
の
で
は
な
く
、
憩
の
意
志
又
は
そ
の
野
性
た
る
善
を
指
す
こ
と
が
前
後
の
關
係

　
か
ら
推
知
さ
れ
る
。
そ
の
他
の
場
所
で
も
萎
萎
な
る
語
は
屡
々
使
用
さ
れ
て
を
る
が
（
鵡
確

　
臨
三
ツ
ペ
掴
垢
、
聖
恩
、
勢
窒
ヲ
M
い
鞭
鷲
蕩
曳
…
た
葭
ハ
嚴
劇
ン
Y
そ
れ
等
の
中
に
属
眞
篁

　
と
諜
す
べ
き
も
の
も
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
多
く
は
淋
の
啓
示
叉
ぱ
稲
著
の
内
容
に
關
了
し
て
を
り
、

　
理
性
の
追
求
の
二
二
た
る
『
興
理
』
、
そ
れ
禽
身
と
し
て
二
二
す
る
『
眞
理
』
と
云
ふ
楼
な
三
昧
は
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
）

　
く
と
も
、
表
面
に
あ
ら
は
れ
て
み
な
い
。
　
同
じ
こ
と
が
同
じ
く
屡
々
用
ゐ
ら
れ
て
を
る
『
智
慧
』
又

　
は
『
知
識
』
（
8
魯
｝
蕊
a
・
）
空
一
策
建
設
強
t
罷
脈
…
糀
記
璃
漏
菊
）
に
つ
い
て
も
云
へ
る
。
そ

　
れ
は
理
性
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
學
問
酌
認
識
で
は
な
く
、
紳
の
啓
示
に
よ
っ
て
與
へ
ら
れ
る
宗

　
激
的
信
仰
的
認
識
で
あ
る
Q
　
こ
の
燈
の
菰
野
や
智
者
の
探
索
の
か
な
た
に
あ
り
、
只
憩
の
霊
に
よ

　
つ
て
解
明
さ
れ
至
璽
・
の
興
零
歳
は
奥
義
で
あ
る
（
M
朝
師
コ
辱
、
ノ
ト
箏
昌
ニ
ノ
議
ハ
…
以
｝
ト
）
。
そ
れ
ば
『
希
臓
入
に
は
愚
で
あ

　
・
る
』
（
海
コ
》
ン
ト
～
ノ
ニ
三
）
所
の
智
慧
な
ら
嚢
慧
～
の
．
。
。
メ
ウ
・
は
自
ら
が
鐸
や
蔓
紫
世
の
論
者

　
で
は
な
一
、
嘔
音
の
宣
聾
者
で
あ
る
こ
と
を
、
誇
を
以
て
宣
言
し
て
居
る
（
同
一
ノ
…
七
！
二
〇
）
。

　
　
　
（
一
）
り
p
μ
ニ
ノ
ノ
4
2
．
三
ρ
疑
嵐
夢
謹
護
一
ご
（
扁
蕊
臨
5
9
0
撃
。
ゴ
。
ω
｛
塞
ぎ
ご
。
。
・
〉
義
・
H
｛
）
鷺
の
・
賢
H
ゆ
・
殺
ほ
石
療
課
氏
『
憩
零
度
』
（
岩
波
哲
學
講
座
）
三

　
　
　
　
；
⊥
○
頁
滲
照
。

　
　
　
（
二
）
ご
罰
門
ゴ
箕
畠
塁
魯
蓑
一
貫
。
ゴ
吋
ジ
臼
簿
ム
£
ヨ
艶
砂
毛
ゴ
①
の
誘
窪
ご
ゴ
。
コ
・
o
磧
9
叢
。
簿
博
≦
£
o
び
¢
。
。
（
麟
。
㈹
鑑
Φ
o
㌶
ψ
o
ガ
。
ズ
凶
尻
。
げ
①
一
・
黛
『
o
げ
鍵
影
霧
⇔
巴
ご
霧
叶
震

　
　
　
　
ぴ
緩
器
累
Φ
＝
剛
罠
ρ
、
．
　
ご
団
冠
凶
繋
焦
①
境
ノ
『
葺
霞
（
一
瞬
錠
一
，
o
｛
旨
。
咽
｝
o
謡
ノ
／
域
剛
瞬
。
蕊
。
》
p
簿
貯
尉
づ
，
o
段
Φ
除
。
添
醗
籠
δ
鳥
畠
／
ノ
擁
。
詳
録
凹
、
い
　
ご
○
凱
㈹
窪
窪
回
峯
仲
島
の

鱒
　
　
翼
諾
し
毒
パ
ウ
。
ー
パ
ウ
蒜
學
の
意
警
つ
い
て
　
　
　
　
　
翌
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折
口
鳳
染
研
孫
％
　
算
二
百
十
山
ハ
㎜
残
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隅
窯
ハ

　
　
ζ
益
難
。
ざ
〕
）
o
騎
諺
”
蜜
豆
訟
。
ぎ
浄
乏
．
（
レ
篇
。
開
く
。
＝
H
ご
門
ξ
。
ぎ
淵
ぎ
び
霧
7
ロ
露
U
握
一
蓉
薦
塗
。
三
。
ぴ
ε
費
目
鯵
ン
猛
●
同
O
㍊
　
砿
■
〔
襲
メ
O
警
∀

　
　
ご
日
織
舅
。
写
二
巴
δ
繍
置
。
副
篤
。
話
。
ぎ
巳
巽
O
o
姦
三
目
繭
綴
民
叢
（
げ
門
6
り
。
一
番
）
鳩
一
続
（
巴
戦
じ
£
影
暮
闇
黒
暮
雪
婆
ぼ
畠
冨
。
汀
困
H
四
二
。
ぎ
讐
づ
、
〇
三
〇
p
ご
．
．

　
　
（
男
さ
ド
8
診
b
o
鷺
｝
。
謎
¢
。
・
〇
三
。
げ
8
野
≧
5
お
O
〔
ど
鉾
同
隷
V
二
物
こ
陰
気
憎
。
簿
ρ
〔
冨
憎
σ
2
．
霧
西
霞
2
ご
嵩
ゆ
。
号
】
帰
脅
＝
＾
ぎ
芭
三
｝
§

　
　
日
茜
（
嚇
す
＝
要
旨
藷
＝
回
亀
に
窪
㏄
。
㌶
婆
。
剛
コ
一
§
謬
蓬
三
白
℃
㌶
剛
。
紛
○
で
三
雛
魯
み
剛
回
8
｝
£
一
ω
9
霧
う
像
遂
〔
2
；
亀
σ
q
①
9
長
。
．
（
渚
6
0
0
9
Φ
お
’
い
魯
き
琴
プ

　
　
傷
醜
⇔
o
u
。
き
の
指
霧
。
田
。
｝
嗣
ε
同
騨
。
。
⇔
｝
邑
．
岩
醤
虚
酔
購
O
O
り
敷
8
ソ

（
三
）
鎗
同
’
・
賞
H
蕊
無
簿
2
羨
＾
酬
．
榊
）
■
碧
凸
9

（
四
）
目
摂
ノ
く
貯
象
切
。
潮
U
臼
N
づ
．
o
陣
8
〆
。
賦
簿
客
皆
剛
…
既
（
ン
富
k
霧
．
ψ
溶
曾
】
芭
。
簿
珪
く
ご
回
O
陰
㏄
．
鷺
郎
に
は
希
畷
の
著
者
か
ら
の
白
絹
が
干
て
を
る
。

（
五
）
9
崖
葺
r
厩
器
9
。
σ
。
ぎ
一
塁
／
＜
臼
響
喜
。
甥
碁
H
巳
ゐ
窪
窪
類
零
琵
。
一
嵩
謬
濠
続
」
ゆ
駐
』
駐
虚
誕
。
侃
棄
児
に
よ
れ
ば
筆
看
切
葺
讐
・
彰
μ
ほ

　
㌻
読
§
な
飴
弓
に
希
朧
的
に
解
し
懲
ぎ
て
潜
る
Q
猫
ほ
前
掲
H
、
し
、
昏
ρ
穿
8
ξ
…
貸
】
。
巴
か
晦
¢
¢
8
織
機
照
q

（山

n）

@
轍
捌
著
『
新
約
聖
書
・
薪
…
鐸
と
鮮
錨
糠
』
1
、
働
一
鵡
○
…
∴
二
七
百
ハ
、
四
五
！
－
薫
○
頁
滲
照
…
O

国
際
バ
ウ
・
の
手
紙
に
現
は
れ
て
尽
る
彼
は
、
瀟
音
宣
傳
者
．
棘
の
言
の
使
残
『
新
約
の
役
謹
（
喉

男
沁
）
た
る
彼
で
あ
っ
て
、
紳
學
者
た
る
彼
で
は
な
い
。
彼
は
己
れ
の
使
徒
職
の
帥
か
ら
來
っ
て
を

る
こ
と
、
紳
は
既
に
母
の
導
体
か
ら
彼
を
選
び
刷
っ
て
こ
の
仕
事
に
定
め
た
こ
と
に
つ
い
て
、
不
働

の
確
信
を
抱
い
て
み
た
（
ロ
マ
書
一
ノ
一
、
繭
コ
写
ン
レ
壁
呈
ノ
　
　
、
　
ガ
｝
フ
テ
や
壁
冨
一
ノ
　
「
￥
湘
酸
寸
）
。
そ
し
て
・
の
確
信
は
彼
の
人
格
の
全
膿
を
貫

き
、
凡
て
の
部
分
に
滋
り
盗
れ
て
る
た
。
も
し
彼
か
ら
こ
の
確
信
を
取
除
い
た
な
ら
ば
、
何
が
獲
る

だ
ら
う
か
。
『
我
は
緬
音
を
珊
と
せ
す
。
』
『
我
は
希
算
入
に
も
喜
入
に
も
、
暴
き
潜
に
も
愚
な
る
者
に

も
負
債
あ
り
』
（
鷲
、
琶
。
『
我
れ
噸
音
を
宣
べ
傳
ふ
と
も
誇
る
べ
き
所
な
」
已
む
を
得
ざ
る
な
り
。
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も
し
編
音
を
宣
べ
傳
へ
す
ぱ
我
は
鍋
罪
な
る
か
な
』
（
コ
”
ン
下
梅
瀧
三
下
ん
ノ
一
山
ハ
）
。
義
は
使
徒
に
あ
ら
す
や
』
（
加
ノ
一
）
。

彼
は
編
音
宣
傳
の
爲
め
に
臼
夜
勢
し
e
川
園
窮
Y
キ
ソ
ス
・
の
爲
め
に
繧
綾
を
受
け
（
鴇
講
翫
き

身
を
以
て
キ
フ
ス
ト
の
急
難
の
飲
け
た
の
を
補
っ
た
（
コ
ロ
サ
イ
書
一
ノ
ニ
臨
）
。
我
々
は
か
、
る
類
の
言
葉
を
、
彼

の
手
紙
の
至
る
所
で
登
罪
す
る
こ
と
が
寓
写
る
（
ロ
マ
書
　
五
ノ
…
四
i
二
一
滲
照
）
。
　
こ
れ
等
の
彼
の
嵐
畳
を
・
牢
心
と

し
て
こ
そ
こ
ハ
ウ
ロ
の
正
し
い
灘
解
は
成
立
す
る
の
で
あ
る
Q
理
論
家
の
パ
ウ
ロ
で
は
な
く
實
際

家
の
バ
シ
ロ
が
、
眞
の
彼
で
あ
る
○
彼
の
興
昧
は
紳
學
の
組
織
を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
は
な
く
、
人

の
幽
魂
を
キ
ソ
ス
ト
に
於
て
捉
へ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
も
し
彼
に
向
っ
て
『
汝
は
誰
そ
や
』
と
尋

ね
る
な
ら
ば
、
彼
は
淀
ち
所
に
、
『
我
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
使
徒
』
と
答
へ
た
で
あ
ら
う
Q

　
バ
ゥ
買
が
手
紙
を
書
い
た
時
、
彼
ぽ
普
遍
愚
な
眞
理
を
多
く
の
人
々
に
示
し
て
彼
等
に
誤
ら
な

い
學
問
的
認
識
を
與
へ
や
う
と
云
ふ
意
圓
を
持
っ
て
る
な
か
っ
た
。
時
と
場
所
と
の
翻
限
を
越

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

え
て
未
知
の
多
数
の
護
蒋
に
影
響
を
與
へ
彼
等
を
眞
理
に
導
く
所
の
思
想
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、

彼
は
恐
ら
く
考
へ
穴
こ
と
が
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
彼
が
手
紙
を
書
い
た
の
は
、
全
く
實
際
的
な

必
要
か
ら
で
あ
っ
た
Q
即
ち
瀟
音
宣
傳
者
だ
る
彼
は
．
同
時
に
敦
會
（
鼻
元
。
ω
ε
の
設
立
者
で
あ
り

そ
の
維
持
者
で
あ
っ
た
。
彼
の
努
力
の
大
宇
は
澱
會
の
早
め
に
捧
げ
ら
れ
た
。
　
バ
ゥ
ロ
の
設
立

し
た
激
會
は
『
異
邦
人
澱
禽
』
で
あ
っ
て
、
そ
の
野
里
を
基
、
督
毅
の
信
仰
と
生
活
と
に
微
底
さ
せ
訓

　
　
　
軸
盤
蜘
嘉
鰯
と
属
し
て
の
パ
ウ
ロ
ー
パ
ウ
雛
鵜
脚
鳳
Ψ
の
〆
識
献
艶
誠
に
つ
い
〆
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閃
垢
面
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哲
離
騨
研
究
ハ
　
第
二
百
十
論
ハ
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臓
【
入

練
さ
せ
る
こ
と
だ
け
で
も
非
常
な
苦
心
で
あ
っ
た
が
、
な
ほ
そ
の
上
に
外
部
か
ら
亘
る
猶
太
人
や

猶
癩
人
基
督
教
徒
や
更
に
霊
園
の
希
機
入
か
ら
の
非
難
や
攻
撃
や
霜
害
か
ら
屋
並
と
立
幅
と
を

防
衛
し
張
固
な
る
霜
融
と
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
（
コ
噛
ワ
ン
｝
後
戴
N
…
一
ノ
ニ
九
滲
照
）
。
帥
ち
問
題
は
學
綾
の
問
踵
學

問
上
の
問
題
で
は
な
く
、
鵬
音
の
死
活
に
關
漏
せ
る
實
髭
面
の
鼻
緒
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
諸
問
題
を

解
決
す
る
爲
め
に
、
彼
は
手
紙
を
書
い
た
の
で
あ
る
。
從
っ
て
そ
の
内
容
は
極
め
て
複
雑
で
あ
り

多
面
的
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
組
織
や
膿
系
を
求
め
る
こ
と
は
鐵
豪
な
い
。
時
と
し
て
は
思
想
の
統

一
が
破
れ
、
前
後
の
虚
心
が
淀
、
れ
、
且
つ
文
章
の
禮
裁
さ
へ
整
っ
て
み
な
い
こ
と
が
あ
る
。
眼
前

に
迫
り
來
っ
て
を
る
寓
來
事
が
、
彼
を
動
か
し
て
そ
れ
に
適
癒
し
た
庭
澱
を
講
せ
し
め
、
文
書
に
よ

っ
て
そ
れ
を
相
手
に
知
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
故
に
そ
れ
は
文
學
的
の
作
品
で
は
な
く
、
時
々
の
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
）

會
に
書
か
れ
た
手
紙
で
あ
る
。
　
ロ
マ
書
の
如
く
秩
序
立
つ
沈
文
書
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
特
質
を
失

っ
て
は
み
な
い
○
即
ち
バ
ウ
p
が
手
紙
を
書
い
た
蒔
、
彼
は
後
代
の
讃
者
。
未
知
の
知
者
を
豫
想
し

て
書
い
た
の
で
は
な
く
、
從
っ
て
彼
の
手
紙
は
、
古
代
世
界
に
於
て
屡
々
見
受
け
ら
れ
る
文
學
的
弓

（
一
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ス
ト
ラ
カ

翰
と
は
全
く
そ
の
類
を
異
に
し
て
居
る
Q
む
し
ろ
我
々
は
、
パ
ピ
μ
ス
の
紙
片
や
陶
器
の
破
片
に

書
き
記
さ
れ
た
私
信
と
の
類
似
を
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
登
信
者
と
受
信
者
と
の
個
入

的
な
親
し
い
爾
係
を
前
提
し
、
そ
れ
に
締
す
る
知
識
な
く
し
て
は
内
容
の
十
分
な
理
解
が
不
能
で



　
　
あ
る
バ
ク
質
の
手
紙
の
中
に
、
學
問
的
な
紳
學
の
組
織
を
見
や
う
と
す
る
の
は
、
だ
か
ら
本
來
無
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

　
　
な
仕
事
で
あ
る
Q

　
　
　
　
（
一
）
　
パ
点
ソ
ロ
の
一
手
紙
が
轟
詩
題
學
的
な
聴
々
の
必
要
に
「
瞭
鵬
じ
て
堂
碕
か
μ
れ
穴
『
泓
信
』
で
あ
る
、
、
と
ば
、
　
長
い
餌
岡
多
／
、
の
學
者
に
よ
つ
で
、
注
｛
娼
さ
れ
1
、
ゐ
糞

　
　
　
　
　
　
が
ハ
班
謂
ご
Q
。
蔦
。
昌
。
…
寧
日
三
昏
．
．
と
し
て
）
、
最
近
特
に
、
文
學
的
駁
書
翰
と
欝
立
さ
ぜ
て
、
こ
の
性
質
奄
生
黒
し
六
の
に
、
｝
ご
・
謬
養
影

　
　
　
　
　
　
で
あ
る
。
＞
ご
。
｛
努
ご
琶
ぎ
一
叢
2
一
門
く
○
間
ご
○
馨
○
♪
恥
｝
【
三
．
H
O
旨
Q
り
■
回
O
恥
ゆ
O
⇔
．
で
乾
塁
り
0
7
μ
o
ざ
謬
貫
∴
寒
山
き
凱
σ
q
剛
9
六
三
。
・
o
旧
瓢
。
澤
瓢
2
一
〇
Q
り
ぼ
§
o

　
　
　
　
　
　
・
。
惇
郵
船
し
古
歌
し
e
・
乱
撃
彼
の
血
汐
に
、
先
願
潜
に
常
に
兄
ろ
簸
端
性
な
伸
っ
て
は
屠
る
が
、
先
導
と
し
て
見
て
勿
論
正
し
い
。
彼
ほ
…
な

　
　
　
　
　
　
膨
旨
3
他
な
飛
州
¢
と
呼
ん
で
な
ろ
。
『
手
紙
を
秘
密
と
す
れ
ば
書
翰
ほ
商
品
で
あ
ろ
。
』
『
手
紙
ぱ
歪
の
一
部
で
あ
り
書
翰
に
丈
學
衛
の
斜
造

　
　
　
　
　
　
で
あ
る
。
』
『
多
く
の
手
紙
ほ
受
信
者
と
著
者
と
の
地
位
な
知
ら
な
い
で
ほ
全
く
に
理
解
鐵
來
な
い
が
、
然
し
書
翰
の
方
伐
慰
者
を
知
ら
な
い
で

　
　
　
　
　
　
も
理
解
が
酷
來
る
。
』
（
　
「
」
…
O
げ
け
く
O
貰
（
）
駒
酔
O
＝
ω
ω
回
O
執
）
猫
ほ
ハ
ツ
ナ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
エ
ウ
セ
ビ
ウ
ス
の
営
倉
史
二
点
ハ
。
二
に
に
『
〃
子
紙
の
磯
裁
な

　
　
　
　
　
　
と
ろ
論
丈
』
ソ
訟
9
～
、
、
§
§
8
ソ
ジ
×
亀
舞
蟻
警
塔
9
黛
．
、
盛
吻
な
る
文
字
が
禺
て
た
ろ
（
上
娼
書
画
一
頁
脚
註
勢
至
、
o

　
　
　
　
（
二
）
ダ
イ
ス
マ
ン
ぽ
そ
の
例
と
し
て
り
…
9
蓄
奮
〈
9
μ
軍
副
一
剛
ぎ
毎
霧
郵
ぎ
暴
一
噌
。
ざ
ジ
い
・
〉
塁
。
窪
し
。
Q
一
§
3
9
こ
営
鷺
器
鑓
剛
二
曲
ζ
。
舜
麟

　
　
　
　
　
　
凝
。
拳
窪
潮
○
く
峯
炉
か
簗
’
げ
て
欝
ろ
（
上
潟
書
　
九
七
…
一
九
重
氏
）
。

　
　
　
　
（
三
）
パ
吝
の
羅
の
益
讐
讐
に
つ
い
て
に
、
野
曝
新
約
聚
∵
灘
と
解
繹
や
七
五
⊥
コ
纂
照
。

　
　
　
そ
し
て
、
假
金
バ
ウ
官
が
文
學
的
な
書
翰
を
書
く
こ
と
が
細
密
、
そ
の
中
に
永
選
に
餐
介
す
る
眞

　
　
理
の
組
織
を
論
遽
し
得
た
と
し
て
も
、
彼
は
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
や
ら
う
。
何
と
な
れ
ば
、
彼
は
こ

　
　
の
世
界
が
こ
の
儘
の
形
で
永
存
す
る
と
信
じ
な
か
つ
だ
か
ら
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
は
、
世
の
絡

　
　
末
は
近
づ
き
、
キ
ソ
ス
｝
の
雷
同
は
目
薩
の
間
に
迫
っ
て
を
る
。
『
兄
弟
よ
、
わ
れ
之
を
言
は
ん
、
時
は

　
　
縮
れ
り
。
　
さ
れ
ば
此
よ
り
後
妻
を
有
て
る
者
は
有
π
ぬ
が
如
く
、
泣
く
者
は
泣
か
澱
が
如
く
、
喜
ぶ

75
2
　
　
　
　
　
　
　
紳
墨
潜
と
し
て
の
パ
ウ
ロ
ー
パ
ウ
ロ
紳
學
の
意
義
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
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哲
墨
・
研
究
　
　
階
衆
｝
　
百
十
六
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

者
は
喜
ば
鍛
が
如
く
、
買
ふ
者
は
有
た
澱
が
如
く
、
澄
を
用
ふ
る
者
は
用
ゐ
濫
さ
澱
如
く
す
べ
し
。

此
の
世
の
歌
態
は
過
五
三
ぺ
け
れ
ば
な
り
』
（
封
致
響
。
だ
か
ら
後
澄
を
稗
盆
す
る
三
野
的
著
作

を
遽
す
と
云
ふ
如
き
企
て
は
、
彼
に
と
っ
て
は
妻
を
姿
つ
た
り
買
物
を
し
た
b
す
る
以
上
に
無
意

義
で
あ
っ
た
。
彼
の
心
は
、
絡
末
の
掛
万
事
と
並
に
そ
れ
と
蔽
接
に
膳
係
の
あ
る
霊
魂
の
救
濟
と

で
占
領
さ
れ
て
み
た
。
そ
し
て
一
度
キ
ソ
ス
ト
の
H
と
な
つ
だ
後
は
、
『
豫
言
は
す
元
れ
、
異
言
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

止
み
知
識
も
ま
た
磨
る
だ
ら
う
』
封
〃
茄
書
）
。
そ
の
時
は
朧
氣
で
な
一
説
を
与
せ
て
相
見
』
義
が

知
ら
れ
た
る
如
一
全
一
知
る
で
あ
・
り
う
』
（
二
三
ノ
三
）
。
推
理
に
よ
ら
す
直
槻
に
よ
っ
て
凡
て
を
知

る
爲
め
に
、
必
要
な
る
準
備
を
得
さ
ぜ
る
こ
と
、
穿
ち
二
二
を
宣
際
し
て
人
々
に
信
仰
を
引
解
さ
せ

る
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
今
の
時
が
、
バ
ウ
買
に
期
待
し
て
を
る
唯
「
の
緊
要
事
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
三

　
故
に
我
々
は
、
前
野
代
の
人
が
「
好
ん
で
し
た
襟
に
、
バ
ウ
鷲
を
紐
織
黒
松
者
と
見
、
彼
の
買
マ
書
を

嘗
め
上
げ
ら
れ
た
整
理
の
激
科
書
と
し
て
取
扱
ふ
こ
と
は
、
も
は
や
麟
來
な
い
。
又
、
彼
の
手
紙
の

中
に
一
貫
し
だ
漱
へ
の
原
理
と
統
｝
し
だ
膿
系
と
を
豫
記
し
つ
～
、
煩
平
な
方
法
を
用
み
て
そ
の

各
概
念
や
言
語
を
比
較
し
て
或
は
骨
惜
し
或
は
陶
係
づ
け
、
殊
更
に
牽
強
管
掌
な
説
朋
・
を
試
み
る

如
き
こ
と
を
も
、
警
戒
し
て
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
メ
ゥ
ロ
の
漱
へ
を
理
解
せ
ん
と
す
る
者
は
、
先



o，　77

づ
こ
の
事
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
α

　
し
か
も
猶
ほ
我
々
は
、
『
バ
ゥ
7
の
宗
数
』
な
る
語
だ
け
で
は
満
足
し
得
な
い
で
『
パ
ゥ
☆
の
騨
學
』

な
る
語
を
用
み
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
彼
の
基
督
激
史
に
於
け
る
地
位
を
定
め
る
場
合
に
も
、
叉
彼

の
手
紙
の
内
容
を
槍
討
す
る
場
合
に
も
、
止
む
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
．
ハ
ゥ
ロ
の
手
紙
の
中
に
紳
學
的
な
も
の
が
極
め
て
多
量
に
存
在
し
て
を
る
こ
と
、
否
．
彼
の
作
物

の
大
部
分
が
、
彼
の
紳
學
的
患
想
に
よ
っ
て
貫
か
れ
活
か
さ
れ
て
を
る
こ
と
は
、
箏
は
れ
な
い
事
實

で
あ
る
。
　
パ
ウ
ロ
を
二
恩
者
と
な
す
在
來
の
解
鐸
に
強
く
反
嘉
し
て
立
つ
た
ダ
イ
ス
マ
ン
で
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

へ
も
、
そ
こ
に
第
二
次
的
に
は
墨
壷
的
な
も
の
の
存
在
す
る
事
忌
を
認
め
て
居
る
。
が
彼
の
標
に

低
く
そ
れ
を
評
議
し
た
の
で
は
、
パ
ウ
ロ
の
全
貌
を
恐
ろ
し
く
歪
め
る
結
果
に
陥
る
。
試
み
に
、
彼

を
し
て
他
の
諸
傳
二
者
と
異
ら
し
め
る
旛
は
何
で
あ
っ
た
か
と
馨
ね
て
見
や
う
○
云
ふ
迄
も
な

く
、
そ
れ
は
彼
の
大
仕
掛
な
世
界
下
道
邸
ち
異
郵
入
血
道
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
　
彼
小
身
も
誇
り

が
に
膚
ら
に
つ
い
て
『
熟
練
な
る
建
築
師
の
ご
と
く
』
激
會
の
基
を
裾
ゑ
、
そ
し
て
『
他
の
人
は
そ
の

上
に
建
て
る
』
と
云
ひ
（
雪
〃
事
書
）
更
に
『
凡
て
の
使
徒
よ
り
も
我
は
多
一
働
け
り
』
と
云
っ
て
居
る

（
岡
一
五
ノ
一
〇
）
。
彼
が
ア
ン
チ
オ
ケ
の
激
愈
か
ら
派
遣
さ
れ
て
ク
ζ
の
島
に
幽
登
し
た
時
か
ξ

マ
で
殉
激
の
死
を
遽
げ
る
迄
の
約
十
年
間
に
、
禰
マ
帝
國
内
の
基
督
激
の
情
勢
は
一
篇
を
來
し
て

　
　
　
淋
箪
活
と
し
て
の
パ
ウ
ロ
ー
i
パ
ウ
㍍
淋
學
の
意
義
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
｝
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鷺
隊
堕
獄
究
　
　
抽
卑
二
百
⊥
丁
六
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慈
母

を
る
が
、
そ
れ
は
主
と
し
て
彼
の
活
動
の
賜
物
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
彼
と
並
ん
で
多
く
の
属
音
宣

傳
者
が
み
だ
こ
と
、
異
邦
経
鼻
滋
は
パ
ウ
冒
以
前
に
既
に
開
始
さ
れ
、
ア
ン
チ
オ
ケ
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド

ソ
ヤ
、
鴇
マ
の
如
き
有
力
な
高
齢
は
彼
の
設
立
に
か
、
つ
て
み
な
い
こ
と
な
ど
も
、
同
時
に
考
へ
ね

ば
な
ら
な
い
。
・
す
る
と
異
邦
入
傳
道
は
、
彼
の
濁
特
の
働
き
で
な
い
こ
と
に
な
る
。
然
し
彼
の
紳

感
恩
思
想
は
さ
う
で
は
な
い
。
全
燈
と
し
て
見
て
、
そ
れ
は
、
彼
燭
特
な
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
パ

ウ
ロ
の
傳
滋
の
成
功
そ
の
も
の
が
、
そ
の
背
後
に
あ
る
福
音
の
本
質
の
的
確
な
把
握
に
負
ふ
所
隔
極

め
て
大
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
彼
の
多
く
の
仲
閥
に
と
っ
て
も
面
面
は
新
し
い
カ
で
あ
っ

た
が
、
彼
等
は
そ
の
何
故
で
あ
る
か
叉
如
何
な
る
黙
が
新
し
い
か
と
云
ふ
根
本
問
題
を
原
理
的
・
思

想
的
に
解
決
し
得
す
、
從
っ
て
例
へ
ば
律
法
問
題
が
引
起
さ
れ
猶
太
人
の
宗
鍛
に
撮
し
て
最
後
的

態
度
を
と
る
必
要
に
邉
ら
れ
た
時
、
彼
等
は
そ
の
前
に
購
躇
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
然
る
に
パ

ウ
皿
の
み
は
謝
決
策
を
持
っ
て
る
た
。
　
彼
は
膚
己
の
回
心
の
意
義
を
考
察
し
、
新
宗
毅
の
新
原
理

を
し
か
と
つ
き
と
め
、
し
か
も
明
快
な
語
を
も
つ
て
表
撮
し
、
入
々
に
そ
れ
を
傳
へ
、
堂
島
と
論
戦
す

る
こ
と
が
出
港
た
Q
郎
・
ち
彼
は
『
何
人
に
も
先
だ
つ
て
深
き
朧
験
と
鋭
き
洞
察
と
を
以
て
、
新
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

世
界
的
入
類
的
宗
激
と
し
て
の
墓
督
数
の
本
質
を
、
明
瞭
に
的
確
に
捉
へ
又
述
べ
得
た
。
』
そ
し
て

そ
の
述
べ
ら
れ
π
も
の
は
、
彼
の
憩
學
で
な
く
て
何
で
あ
ら
う
。
　
エ
ル
サ
レ
ム
激
會
の
人
々
の
持
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つ
て
る
た
『
豊
麗
ま
が
ひ
』
の
も
の
か
ら
遙
に
…
進
ん
だ
上
質
を
彼
は
創
造
し
所
有
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
鮮
紅
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
解
決
し
π
G
彼
の
宗
激
の
特
徴
は
そ
れ
が
下
図
と
密
接
に
結
序
し

て
み
た
黙
で
あ
っ
た
。
か
、
る
意
味
に
於
て
我
々
は
メ
ウ
質
を
以
て
基
督
激
最
初
の
淋
學
者
と

　
　
　
　
　
（
三
）

見
る
の
で
あ
る
。

　
（
一
）
萌
揖
、
第
殉
［
二
頁
識
参
照
）

　
（
二
）
波
多
野
麟
一
氏
『
パ
ウ
ロ
』
第
九
頁
〔
碧
波
『
世
界
思
潮
』
ハ
第
一
柵
）

　
（
三
）
か
、
る
見
解
が
む
し
ろ
今
臼
の
麺
説
で
あ
る
。
泓
ほ
こ
、
で
に
只
前
書
フ
ァ
イ
ネ
の
外
に
H
o
ぎ
”
彰
。
ω
ノ
く
。
圃
湊
と
ノ
く
睡
藁
即
§
ノ
く
羅
β
ぎ
と
為
あ

　
　
　
げ
て
お
か
う
。
貝
ン
く
。
密
●
ご
錠
q
己
三
無
⇔
岬
五
二
H
O
罵
¢
諺
O
義
旨
吻
そ
こ
で
彼
ぽ
パ
ウ
ロ
た
ば
、
『
瀞
學
的
思
想
家
』
‘
繋
｝
8
｝
o
α
q
ぎ
ぎ
罵
U
窪
－

　
　
　
落
尻
）
と
呼
ん
で
な
る
。
ノ
く
曜
づ
、
一
．
［
、
〔
剛
ρ
℃
峯
周
蕊
ゆ
レ
三
一
．
お
O
メ
㏄
・
ト
碧
玉
・
『
パ
ウ
ロ
肖
勇
の
宗
教
に
、
導
く
紳
船
廠
で
あ
り
、
彼
の
淋
學
ば
彼

　
　
　
の
宗
教
で
あ
ろ
。
彼
に
於
て
開
題
と
な
ろ
の
ば
冷
や
か
な
、
理
解
力
に
よ
っ
て
捉
べ
ら
れ
ろ
、
謂
ば
y
敬
皮
の
か
な
六
に
漂
ふ
て
居
ろ
敏
理
と

　
　
　
す
る
考
へ
が
問
違
っ
て
屠
ろ
様
に
、
パ
ウ
ロ
の
細
敏
礎
た
、
そ
れ
閣
に
．
よ
っ
て
彼
．
か
キ
リ
ス
挙
と
そ
の
死
と
そ
の
照
覧
活
と
准
把
握
し
瘡
鴻
心
葱
か
い
し
に

　
　
　
ム
以
蓮
し
得
る
、
と
す
る
考
へ
も
闇
門
四
っ
て
屠
る
Q
』
獄
蝦
上
逃
石
原
謙
氏
『
淋
撃
・
災
』
一
ご
一
一
六
百
驚
参
照
。

　
こ
の
こ
と
は
、
．
ハ
ゥ
寡
の
手
紙
の
内
容
に
一
瞥
を
輿
へ
る
者
の
直
ち
に
首
肯
す
る
所
で
あ
る
Q

私
は
イ
エ
ス
の
宗
激
と
比
較
し
つ
、
之
を
試
み
や
う
。
イ
エ
ス
は
輩
純
な
清
陽
な
二
二
の
世
界

に
住
ん
で
み
た
。
彼
は
慮
己
の
岡
團
に
ひ
ろ
が
っ
て
居
る
薗
然
と
そ
の
中
に
活
動
せ
る
入
物
と

を
紳
の
光
の
下
に
直
擬
し
、
萬
物
に
注
ぐ
淋
の
憎
悪
を
喜
び
つ
、
戚
謝
し
つ
＼
無
邪
氣
に
受
け
入

れ
て
生
活
し
、
そ
し
て
美
し
い
語
を
以
て
膿
験
し
た
ま
、
を
表
毘
し
た
。
彼
の
薮
へ
に
は
堅
い
理

　
　
　
　
融
畢
漕
と
し
．
天
の
パ
ウ
ロ
ー
パ
ウ
ロ
紳
學
の
意
義
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
垂
鵡



2SO

　
　
　
叛
回
學
研
紛
ル
　
第
二
百
十
山
ハ
鞭
櫛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
閃
…

論
め
い
π
も
の
は
見
聾
し
難
…
く
、
そ
の
短
い
銀
葉
や
比
喩
は
勿
論
、
反
謁
者
へ
の
攻
撃
も
又
民
衆
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ

の
警
告
も
、
豫
主
導
の
直
概
と
簡
勤
と
を
持
っ
て
を
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
然
る
に
パ
ウ
ロ
に
來
る
と
、
我
々
は
全
く

墾
つ
だ
世
界
に
入
る
の
を
戚
す
る
。
　
勿
論
、
彼
に
も
誓
言
者
の
一
面
は
あ
っ
た
し
、
事
物
の
本
質
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

鏡
く
擬
る
眼
を
持
っ
て
る
た
。
が
彼
は
同
時
に
理
論
の
人
で
あ
っ
π
。
肖
己
の
所
信
を
披
興
し

論
述
す
る
時
彼
は
野
鼠
の
世
界
に
畏
く
行
は
れ
て
る
だ
思
想
や
概
念
を
用
ゐ
、
一
の
前
提
か
ら
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

の
婦
結
を
引
解
し
、
一
の
原
理
を
個
々
の
場
合
へ
と
適
用
し
た
。
彼
は
辮
論
の
術
に
長
け
、
敵
を
論

駁
し
相
手
を
説
得
す
る
驚
く
べ
き
手
腕
を
持
っ
て
る
た
。
　
彼
は
辮
護
法
を
巧
に
利
用
し
、
…
の
概

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

念
か
ら
他
の
鍔
立
概
念
へ
、
一
の
論
定
か
ら
他
の
論
定
へ
移
り
行
き
、
順
次
に
思
想
を
開
展
さ
せ
た
Q

彼
の
内
に
は
、
あ
る
原
理
と
目
的
と
が
主
座
を
占
め
、
凡
て
を
そ
れ
と
結
び
つ
け
、
凡
て
を
そ
れ
に
導
…

き
返
し
た
。
彼
の
手
紙
の
中
に
は
不
密
話
と
か
、
海
苔
と
か
云
ふ
印
象
を
輿
へ
る
部
分
が
少
く
な

い
の
は
、
之
が
爲
め
で
あ
る
。
要
・
す
る
に
彼
の
宗
敷
は
概
念
的
・
思
想
納
に
表
出
さ
れ
て
居
っ
て
、
理

性
に
訴
へ
つ
、
入
を
説
得
さ
せ
ね
ば
止
ま
ぬ
種
類
の
も
の
で
あ
る
。
如
何
な
る
膿
験
も
、
之
を
思

想
の
形
式
に
於
て
語
り
、
且
つ
語
り
得
る
泡
は
満
足
し
な
か
っ
た
様
に
見
え
る
。
彼
は
紳
愚
者
と

し
て
の
霞
畳
を
持
っ
て
る
π
の
で
は
な
い
が
、
然
も
な
ほ
、
前
に
も
云
っ
た
様
に
、
霞
己
の
玉
音
の
意

義
を
考
へ
．
之
を
在
來
の
常
敷
と
鯛
係
さ
せ
つ
、
そ
の
猫
密
性
を
把
握
し
、
そ
し
て
そ
の
行
く
べ
き



　
　
滋
を
認
識
す
る
こ
と
が
毘
來
た
。
　
そ
れ
は
思
想
家
で
な
く
て
は
，
到
底
不
可
能
で
あ
る
。
故
に
基

　
　
督
激
の
思
想
史
・
紳
學
史
を
書
く
人
が
バ
ウ
皿
か
ら
之
を
始
め
る
の
は
、
當
然
だ
と
云
は
ね
ば
な
ら

　
　
な
い
。
基
督
敷
最
初
の
紳
學
者
は
た
し
か
に
、
パ
ウ
ロ
そ
の
入
に
外
な
ら
な
か
つ
だ
。

　
　
　
　
（
一
）
イ
エ
ス
も
律
法
畢
者
郎
ち
男
〔
ひ
謀
の
方
法
一
磁
規
み
て
粗
手
と
議
譲
た
し
た
場
合
も
あ
ろ
Q
彼
の
活
動
に
墨
縄
と
し
て
又
欝
者
と
し
て
の
活
動
で

　
　
　
　
　
　
あ
っ
て
、
周
幽
の
人
々
に
ば
ラ
ビ
の
一
人
と
見
ら
れ
て
る
た
。
彼
の
律
法
解
騨
の
例
ほ
、
岬
、
ル
ツ
傳
｝
○
ノ
一
一
二
、
＝
ノ
ニ
七
⊥
二
三
、

　
　
　
　
　
　
一
ニ
ノ
一
八
一
二
七
、
等
に
見
ら
れ
ろ
。
が
、
そ
れ
等
に
例
外
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
二
）
彼
の
時
々
に
渡
し
六
格
言
的
な
言
葉
の
例
と
し
て
次
の
如
き
も
の
た
暴
げ
ろ
こ
と
が
謬
言
や
う
。

　
　
　
　
　
　
『
…
畿
文
ほ
殺
し
僻
煕
に
活
か
す
』
ハ
認
リ
ン
ト
後
堂
M
三
ノ
山
ハ
）
Q

　
　
　
　
　
　
『
猫
太
入
ほ
徴
麺
乞
ひ
、
爺
騰
人
ほ
智
慧
た
求
む
』
（
コ
リ
ン
ト
前
書
　
ノ
ニ
ニ
）
。

　
　
　
　
　
　
『
知
識
艮
人
を
誇
ら
し
め
愛
感
徳
な
建
つ
』
（
同
　
入
ノ
　
）
O

　
　
　
　
　
　
『
我
等
の
知
識
全
か
ら
す
』
（
。
っ
豊
凶
、
9
＾
導
§
・
・
窪
受
寄
目
塞
μ
×
同
一
三
ノ
九
）
。

　
　
　
　
　
　
『
我
等
ぱ
兄
ゆ
る
所
に
よ
ら
す
、
信
仰
に
よ
り
て
歩
む
』
（
後
書
五
ノ
七
）
。

　
　
　
　
　
　
『
最
阜
我
厘
け
る
に
雰
す
キ
サ
ス
㍗
我
に
あ
っ
て
生
く
』
（
ガ
ラ
テ
や
書
ニ
ノ
一
δ
）
。

　
　
　
（
瀦
二
）
　
例
…
へ
ば
か
ラ
テ
や
漁
且
ニ
ノ
七
…
一
四
、
　
一
五
一
一
入
。
　
コ
リ
ン
｝
晶
瞬
戴
ロ
一
五
ノ
ニ
九
！
三
一
一
、
三
五
i
四
九
〇
　
窪
マ
害
五
ノ
ー
ニ
ー
∴
一
一
縷
。

　
　
　
（
M
四
）
　
コ
弓
ン
塾
後
書
M
四
ノ
・
七
－
一
一
…
O
山
ハ
ノ
瓢
一
一
一
〇
、
晶
繊
堂
ロ
ー
ノ
…
八
…
二
五
、
雄
ぼ
参
照
リ

　
　
　
パ
ウ
質
が
耳
輪
者
と
な
る
こ
と
は
、
彼
の
生
ひ
立
ち
が
之
を
定
め
た
。
彼
は
小
亜
細
亜
の
東
南

　
　
に
位
す
る
キ
リ
キ
ァ
州
の
首
都
タ
ル
ソ
ス
に
地
位
の
卑
か
ら
ざ
る
猶
太
入
の
子
と
し
て
生
れ
成

　
　
　
　
　
（
こ

　
　
長
し
た
。
タ
ル
ソ
が
當
時
ア
テ
ナ
イ
や
ア
レ
キ
テ
ン
ド
フ
ヤ
と
並
ん
で
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文
化
の
隆

訂2
　
　
　
　
　
　
　
齢
…
錐
’
藩
回
と
し
て
の
パ
ウ
ロ
ー
パ
ウ
ロ
榊
學
の
画
贔
義
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薫
五



2S？

　
　
　
勝
n
學
研
究
　
第
二
百
十
山
ハ
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
編
酒

盛
地
で
あ
っ
た
事
は
、
周
知
の
事
忌
で
あ
る
。
　
そ
こ
に
は
有
名
な
ス
ト
ア
の
學
校
も
あ
っ
た
し
、
叉

名
あ
る
哲
人
を
も
出
し
て
居
る
。
且
そ
こ
は
東
洋
の
密
儀
敷
の
「
中
心
地
で
あ
っ
た
。
從
っ
て

若
い
メ
ゥ
ロ
は
希
臓
語
を
通
じ
て
、
又
寝
圃
の
世
界
と
の
交
織
に
よ
り
、
希
臓
文
化
や
東
洋
の
紳
秘

思
想
の
影
響
を
、
多
か
れ
少
か
れ
、
受
け
た
に
相
違
な
い
。
彼
の
手
紙
の
用
語
を
通
じ
、
又
そ
の
思
想

を
通
じ
て
、
彼
が
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
の
田
含
育
ち
で
あ
る
イ
エ
ス
の
直
弟
子
達
と
類
を
異
に
す
る
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

い
激
養
の
都
會
入
で
あ
る
こ
と
を
知
り
得
る
。
　
叉
密
儀
激
と
の
關
係
も
問
題
と
な
る
。
　
が
、
そ
れ

に
も
優
っ
て
彼
の
紳
學
患
想
に
重
大
な
影
響
を
與
へ
た
の
は
、
パ
ウ
切
の
家
庭
が
感
心
な
猶
太
藪

信
徒
で
あ
っ
だ
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
そ
こ
で
、
各
メ
ジ
ず
イ
人
の
家
で
し
て
ゐ
π
襟
に
、
奮
約
聖
書

（
彼
の
場
合
に
は
そ
の
希
懸
語
課
、
郎
ち
『
七
十
入
諜
』
）
を
敷
へ
ら
れ
そ
の
精
紳
に
養
は
れ
た
“
ら
う
。

そ
し
て
長
ず
る
に
及
ん
で
エ
ル
ヅ
レ
ム
に
上
り
、
有
名
な
ラ
ビ
・
ガ
マ
ソ
ユ
ル
（
0
9
ヨ
饒
色
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

律
法
を
根
本
郎
に
學
響
し
、
猫
太
金
輪
の
方
法
を
愈
得
す
る
こ
と
が
出
來
た
。
　
即
ち
彼
は
基
督
激

に
來
る
前
に
、
既
に
立
急
な
猫
太
激
の
紳
學
者
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
イ
エ
ス
の
鎚
音
に
理
論
朗
の

衣
を
着
せ
る
必
要
を
戚
じ
た
時
、
そ
し
て
殊
に
そ
れ
を
異
編
入
に
宣
属
せ
ん
と
し
た
時
、
こ
の
猶
太

激
の
紳
學
者
は
、
希
糠
の
概
念
や
思
想
を
宮
窪
に
駆
使
し
得
る
異
邦
入
基
督
澱
の
脚
學
者
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。



（
一
）
パ
ウ
ロ
の
盈
亀
が
タ
ル
ソ
ス
で
あ
る
こ
と
に
使
徒
行
傳
ニ
ニ
ノ
三
か
ら
灘
ら
れ
る
が
（
隅
九
ノ
｝
一
、
二
｝
ノ
三
疑
心
　
照
）
、
然
し
タ
ル
ソ
ス
で

　
　
に
な
く
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
で
あ
ら
う
と
云
ふ
親
が
あ
る
。
そ
れ
ば
七
エ
ロ
一
＝
ス
（
霊
2
。
3
髪
飼
・
・
噸
溶
§
唐
ゆ
簿
鍵
塁
男
整
の
一
ゴ
9
器
）
か
ら
獲
し

　
　
て
居
る
O
即
ち
そ
こ
で
は
パ
ウ
ロ
の
爾
號
ば
詑
ガ
リ
ラ
ヤ
の
Q
…
m
畠
㌶
の
隅
で
あ
ろ
と
詑
し
で
、
あ
る
O
既
観
為
否
認
す
ろ
根
擦
ば
霧
在
し
な

　
　
い
Q
從
っ
て
パ
ウ
ロ
ば
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
に
躍
れ
．
、
幼
少
の
噂
、
爾
…
親
に
俘
に
れ
て
タ
ル
ソ
ス
に
來
療
の
か
も
知
れ
な
い
Q
然
し
少
く
と
も
タ
殉

　
　
ソ
で
育
つ
カ
こ
と
ば
、
確
か
で
あ
る
Q

（
二
）
屡
々
一
鶴
翫
献
さ
れ
る
様
に
「
パ
ウ
ロ
の
手
紙
の
中
に
に
『
良
心
『
¢
、
泳
紛
5
q
畠
』
『
・
宿
⊥
田
ヘ
ソ
雀
小
爪
で
、
黛
』
等
ス
事
ア
の
爾
川
臓
…
が
儒
防
に
れ
て
…
漏
る
Q

（
三
）
パ
ウ
ロ
が
工
期
サ
ソ
ム
に
上
っ
て
ガ
マ
3
エ
ル
門
下
で
墨
壷
か
撃
ん
だ
と
云
ふ
こ
と
に
、
使
徒
行
札
入
ニ
ノ
三
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
（
な
ほ
五

　
　
ノ
三
四
馨
獺
）
。
そ
し
て
そ
れ
ば
彼
焼
身
熱
心
に
律
法
怨
研
究
し
簿
鷺
葎
浮
ん
で
、
律
法
に
進
ん
だ
と
胃
ふ
か
ラ
テ
や
書
一
ノ
一
闘
の
艶
蓮
と
も

　
　
調
和
し
て
居
る
（
な
ぽ
ピ
”
ビ
堂
“
三
ノ
五
…
肩
車
照
）
Q
然
る
に
最
近
に
競
り
、
バ
ウ
蔦
の
エ
ル
サ
レ
ム
に
於
け
る
修
學
調
い
乗
く
疑
ふ
學
潜
が

　
　
生
じ
六
〇
側
へ
ば
切
巳
汁
彰
p
鑓
ポ
男
髪
篇
一
統
（
カ
。
薦
団
9
二
⇔
の
。
㎝
。
㌶
。
】
秀
§
幽
O
£
葺
く
鴛
罵
嗣
≧
鼠
子
b
ゴ
9
同
。
ゆ
。
藁
8
H
）
”
プ
ル
｝
マ
ン
ば
、

　
　
パ
ウ
ロ
ば
乱
心
晶
樹
エ
ル
サ
レ
ム
に
ば
殆
ん
ど
行
か
な
か
つ
六
尺
ら
・
つ
。
と
云
ふ
臨
定
を
下
し
、
そ
の
根
調
叩
た
か
ラ
テ
ア
漁
抑
一
ノ
ニ
｝
…
『
キ
寧
ス

　
　
ト
に
あ
る
ユ
ダ
ヤ
の
教
倉
に
我
が
顔
か
知
ら
ざ
り
し
…
…
：
』
に
求
め
て
贋
ろ
Q
こ
の
節
が
上
遽
使
徒
行
傳
の
説
蓮
と
矛
盾
す
ろ
こ
と
ば
既
に

　
　
累
。
雪
蕊
慈
の
膨
張
し
実
灰
で
あ
っ
れ
が
（
N
。
蓑
津
軽
〔
鼠
穴
器
綴
〔
簗
§
H
窪
鼻
ノ
く
茨
。
一
”
ω
石
墨
・
H
O
O
渥
○
。
・
。
っ
鰍
）
、
最
近
パ
ウ
ロ
に
於
け
る
猫
太

　
　
麗
義
的
要
素
葎
雌
來
る
定
韓
小
に
見
、
希
腰
主
義
約
語
素
な
過
重
讃
す
る
『
察
教
史
學
派
』
に
棄
っ
て
、
再
び
瀧
贋
さ
れ
嵩
し
衷
。
本
文
の
解
騨

　
　
と
・
し
で
、
ほ
、
こ
の
『
ユ
㎞
グ
ヤ
の
一
諸
教
愈
』
の
由
か
に
馳
ほ
、
エ
ル
サ
’
レ
ム
敏
倫
見
た
包
A
絢
す
る
・
も
の
r
と
見
る
の
が
｝
止
・
し
い
。
へ
柚
上
下
『
新
約
聖
蛾
鳩
』
工
の
一

　
　
五
…
頁
勢
昭
轡
Q
然
し
そ
こ
か
ら
エ
ル
サ
レ
ム
敏
會
の
串
に
猜
太
教
宣
代
の
パ
ウ
ロ
た
知
れ
る
者
が
一
人
も
な
か
つ
六
と
の
麟
論
ば
引
欝
ゼ
な

　
　
　
い
Q
ガ
ラ
テ
や
書
恥
書
い
て
居
る
パ
ウ
“
、
工
面
サ
レ
ム
敏
倉
と
の
關
係
存
出
來
ろ
丈
少
く
兄
ん
と
ぜ
ろ
パ
ウ
ロ
に
、
踊
心
前
に
遊
害
の
際
に

　
　
彼
の
顔
た
知
れ
る
信
徒
の
あ
る
巻
が
現
在
エ
ル
サ
レ
ム
教
倉
に
ゐ
距
と
し
て
も
、
そ
れ
な
済
冷
し
象
で
あ
ら
う
。
パ
ウ
ロ
は
正
確
ト
少
し
の
間

　
　
違
も
な
い
様
に
、
常
に
議
る
こ
と
ぽ
職
來
な
か
つ
六
Q
り
ー
ソ
マ
ン
胆
心
代
教
會
史
』
第
｝
巷
｝
〇
三
頁
詳
録
Q

283

淋
學
活
と
し
て
の
パ
ウ
ロ
ー
パ
ウ
ロ
榊
撃
の
意
義
に
つ
い
て

五
七
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暫
學
研
究
　
　
集
二
百
十
六
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薫
八

　
　
　
　
　
　
　
四

　
．
ハ
ウ
買
紳
學
の
大
な
る
意
義
は
、
そ
れ
が
及
ぼ
し
た
後
世
へ
の
影
響
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
Q
　
エ

デ
ュ
ァ
ー
ド
・
シ
ュ
ワ
ル
ツ
（
肉
創
舞
巳
ω
o
要
垣
。
け
N
）
は
嘗
て
『
世
界
史
的
に
偉
大
で
あ
っ
た
の
は
使
徒
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

ウ
買
で
は
な
く
、
記
者
パ
ウ
ロ
で
あ
る
』
と
云
っ
た
。
こ
の
『
記
者
パ
ウ
ロ
』
に
代
へ
る
に
『
紳
溢
者
パ

ウ
資
』
を
以
て
し
て
も
差
支
な
い
だ
ら
う
。
け
だ
し
、
パ
ゥ
貿
の
記
し
た
手
紙
は
、
そ
の
中
に
勝
れ
だ

濁
創
的
な
紳
學
思
想
を
盛
ら
れ
そ
れ
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
居
る
が
故
に
、
後
の
入
々
を
支
配
し
得

た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
勝
れ
淀
猫
創
的
な
淋
學
思
想
に
戚
算
し
π
か
ら
こ
そ
、
彼
等
は
バ
ウ
ワ
の

手
紙
の
書
か
れ
π
本
來
の
員
弁
に
反
し
て
そ
れ
等
を
集
成
し
保
存
し
．
聖
擬
毎
に
禮
拝
の
儀
式
に

朗
護
し
、
つ
ひ
に
新
約
聖
書
の
一
部
と
し
て
尊
重
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
（
一
）
尉
傘
ω
9
ジ
、
箋
～
Ω
峯
峯
寮
。
昏
～
一
駄
。
例
讐
。
。
（
庁
崇
〉
砂
払
一
（
2
藁
。
崔
〔
舞
b
っ
．
男
9
｝
】
o
搭
沖

　
我
々
は
・
今
こ
、
で
、
基
督
敷
思
想
史
に
於
け
る
パ
ゥ
既
報
學
に
つ
い
て
詳
蓮
す
べ
き
で
は
な
い

が
、
大
膿
に
於
て
前
者
は
後
者
の
虚
勢
の
上
に
閥
展
さ
れ
て
る
る
と
云
ふ
こ
と
が
鵠
來
や
う
。
　
バ

ウ
ロ
の
直
後
、
師
の
精
帥
を
最
も
深
く
呼
吸
し
て
み
た
偉
大
な
る
…
弟
子
の
筆
に
成
っ
た
と
推
定

　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

さ
れ
’
る
　
エ
　
ペ
　
ソ
堂
灘
は
云
ふ
迄
も
な
　
い
　
が
、
ヘ
　
プ
　
一
フ
イ
童
霞
。
ぺ
　
一
プ
　
ロ
据
膳
皇
繊
細
寺
新
約
聖
勲
鶴
に
取
胆
入
れ
ら
れ

て
を
る
異
邦
人
基
督
激
の
地
盤
に
鞭
て
成
立
し
元
勝
れ
た
文
書
も
こ
ハ
ウ
買
の
思
想
と
紳
學
と
を
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前
提
と
し
て
初
め
て
理
解
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
キ
ソ
ス
ト
の
苦
難
と
死
の
意
義
、
凡
て
の
も
の

の
上
に
位
す
る
キ
リ
ス
ト
の
構
威
、
眞
の
祭
司
と
し
て
の
キ
ヲ
ス
ト
、
基
督
澱
的
信
仰
の
評
儂
並
び

に
キ
ソ
ス
ト
の
信
仰
に
よ
る
救
と
新
生
、
等
、
も
と
よ
う
著
者
の
燭
特
な
膿
験
と
そ
の
思
想
傾
向
と

に
よ
っ
て
異
る
表
出
　
を
持
っ
て
は
居
る
が
、
大
鷺
に
於
て
バ
ウ
す
憩
學
の
縫
承
と
獲
展
と
云
っ
て

差
支
な
い
。
そ
れ
の
み
で
は
な
く
、
初
期
カ
ト
フ
ク
敢
愈
の
成
立
に
貢
献
す
る
所
の
多
か
っ
た
二

種
類
の
文
書
，
部
ち
道
徳
的
敏
訓
と
奮
約
的
律
法
と
に
よ
っ
て
織
り
成
さ
れ
て
を
る
ク
レ
メ
ン
ト

第
国
の
書
翰
並
に
激
愈
の
組
織
と
管
理
と
を
問
題
の
中
心
と
し
て
を
る
所
謂
牧
者
書
翰
（
プ
モ
テ

前
後
書
と
タ
ト
ス
書
〉
の
中
に
於
て
も
．
パ
ウ
ロ
の
影
響
は
著
し
い
。
更
に
我
々
は
イ
グ
ナ
チ
ウ
ス

の
諸
書
翰
に
於
け
る
パ
ゥ
質
の
影
響
を
見
逃
す
課
に
は
行
か
な
い
e
そ
の
中
に
は
著
者
の
強
い

性
格
と
ヌ
特
有
な
思
想
の
獲
展
並
に
強
調
は
あ
る
が
、
パ
ウ
ロ
磁
心
の
印
銘
は
極
め
て
鮮
か
で
あ

る
Q
例
へ
ば
キ
ジ
ス
ト
論
へ
彼
は
パ
ゥ
ワ
よ
り
…
進
ん
で
、
牧
者
書
輸
に
於
け
る
と
同
じ
く
キ
ジ
ス
ト

を
『
紳
』
と
呼
ん
で
を
る
）
救
命
論
、
並
び
に
聖
餐
論
に
於
て
、
し
か
の
み
な
ら
す
、
殉
激
の
死
を
願
ふ
そ

の
心
情
に
於
て
ま
で
バ
ゥ
買
的
で
あ
る
。
そ
し
て
同
「
の
こ
と
が
ヨ
ハ
ネ
交
書
に
於
て
も
云
へ

る
。
　
こ
の
後
の
漱
會
に
深
い
戚
化
を
獲
し
た
塞
翁
、
幅
広
生
義
的
傾
向
を
多
分
に
帯
び
π
調
子
の

高
い
、
一
見
パ
ウ
ロ
の
神
學
か
ら
離
れ
て
を
る
様
に
見
え
る
文
書
に
煽
て
も
、
そ
の
根
祇
に
横
は
る

　
　
　
紳
楽
士
と
し
て
の
パ
ウ
ロ
ー
…
パ
ウ
ロ
紳
撃
の
意
義
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



286

　
　
　
哲
…
學
研
窄
四
　
第
一
ご
臼
十
志
ハ
糖
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
○

信
仰
と
紳
學
と
は
等
し
く
パ
ウ
ロ
の
そ
れ
で
あ
る
。
例
へ
ば
キ
リ
ス
ト
を
以
て
『
聯
ゴ
ス
』
『
紳
の

子
』
『
世
舞
の
救
生
』
と
な
す
黙
ご
於
て
、
そ
の
楽
音
が
信
仰
と
恩
悪
と
の
そ
れ
で
あ
る
黙
に
於
て
、
そ
・

の
光
と
購
・
露
と
肉
・
律
法
と
信
仰
・
行
爲
と
翻
心
の
謝
立
に
簸
て
、
加
之
聖
蕪
槻
に
鞭
て
も
我
々
は
メ

ゥ
冒
の
顯
著
な
る
影
響
を
認
め
る
こ
と
が
繊
翔
る
。
『
た
と
ひ
使
徒
後
エ
ピ
ゴ
ー
ネ
ン
の
時
代
に

於
て
も
そ
の
偉
大
な
る
師
パ
ウ
ロ
を
正
し
く
理
解
し
把
者
が
一
入
も
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
こ
、

に
一
人
の
人
が
あ
っ
て
、
彼
は
同
様
な
櫨
能
を
以
て
パ
ウ
ロ
の
思
想
の
世
界
的
の
廣
さ
と
宗
激
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

の
深
さ
と
を
把
握
し
、
そ
し
て
彼
の
激
烈
な
情
熟
を
浮
驕
な
紳
と
の
契
合
に
榮
化
し
た
』
（
ソ
ー
ン
マ

ン
＞
Q
パ
ゥ
ロ
が
ヨ
ハ
ネ
に
影
響
し
π
時
、
メ
ウ
算
憩
學
は
そ
の
作
用
の
最
大
な
る
も
の
の
一
つ
を

爲
し
途
げ
だ
の
で
あ
る
。

　
新
約
時
代
も
過
ぎ
、
基
督
漱
會
が
壁
面
思
想
か
ら
の
直
接
の
影
響
の
下
に
立
つ
や
う
に
な
っ
て
、

バ
ゥ
翼
紳
學
は
そ
の
眞
髄
に
於
て
は
も
は
や
理
解
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
依
然
と
し
て
紳

學
思
想
の
基
礎
を
爲
し
、
又
思
索
の
出
所
と
な
っ
た
。
　
ユ
ス
テ
イ
ヌ
ス
（
甘
草
罠
色
に
し
て
も
、
ア
イ
レ

ナ
イ
ウ
ス
（
翻
○
琴
〆
色
に
し
て
も
オ
ソ
グ
、
埣
ス
（
○
鼠
ぴ
q
①
ぎ
。
。
）
に
し
て
も
、
バ
ウ
”
の
定
め
た
方
向
に
從
ひ
、

又
彼
の
滋
を
踏
ん
で
己
れ
の
思
想
を
開
展
さ
せ
た
と
云
っ
て
差
支
な
か
ら
う
。
殊
に
パ
ウ
ロ
紳

學
の
覗
遽
を
以
て
唯
一
の
任
務
と
し
最
初
に
彼
の
手
紙
の
集
成
を
幽
し
だ
慮
逸
せ
る
パ
ゥ
質
叢
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義
者
マ
ル
キ
オ
ン
9
H
霧
9
0
ε
の
如
き
人
が
、
第
二
世
紀
に
存
在
し
て
み
た
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら

な
い
。
實
際
バ
ウ
ワ
の
帥
學
は
、
第
二
世
紀
以
後
現
今
に
迄
引
き
暗
い
て
を
る
基
督
駿
淋
學
並
に

基
督
細
々
理
の
基
礎
を
作
っ
て
を
る
。
中
世
の
ロ
了
カ
ト
ソ
ク
議
題
の
精
棘
魚
恵
想
的
指
導
者

た
る
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
も
、
叉
そ
の
激
會
に
反
宿
し
て
立
〆
つ
た
ル
ッ
タ
ー
も
又
カ
ル
ヅ
ィ
ン
も
、

パ
ウ
ロ
の
影
響
の
下
に
そ
の
紳
學
を
築
き
上
げ
た
の
で
あ
る
。
殊
に
顯
斜
な
の
は
、
所
謂
『
膿
験
紳

學
』
（
虐
δ
巳
○
臨
○
く
9
θ
H
ヨ
｝
窪
）
た
る
そ
の
特
質
が
、
之
等
の
偉
大
な
る
人
々
の
紳
學
に
あ
ら
は
れ
て
を

る
黙
で
あ
る
。
そ
し
て
既
に
述
べ
淀
様
に
、
パ
ウ
摩
糠
學
は
メ
ラ
ン
ヒ
｝
ン
や
ヵ
ル
ヅ
ィ
ン
の
紳

學
書
を
蓮
じ
て
旺
ん
な
る
プ
啄
タ
ス
タ
ン
ト
の
紳
學
研
究
に
働
き
か
け
が
く
し
て
最
近
の
バ
ル

｝
紳
學
に
迄
及
ん
で
居
る
。
即
ち
我
々
は
、
漱
軽
減
を
通
じ
て
働
い
て
居
る
主
要
な
る
理
念
も
人

格
も
、
基
督
澱
を
抽
象
的
・
思
想
鮒
に
表
は
す
転
輪
も
激
理
も
並
び
に
具
膿
的
・
實
際
的
に
示
す
数
多

の
入
物
も
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
パ
ウ
ロ
紳
學
に
負
ふ
て
居
る
の
を
見
る
。
か
く
パ
ウ
質
が
そ
の
紳

學
に
よ
っ
て
後
の
磁
界
に
生
き
て
を
る
事
實
を
知
る
時
、
彼
の
井
倉
が
彼
に
と
っ
て
決
し
て
、
ダ
イ

ス
マ
ン
な
ど
の
云
ふ
慌
に
、
第
二
次
的
の
意
義
し
か
持
た
漁
も
の
で
は
な
く
、
却
っ
て
そ
の
反
調
に
、

彼
の
世
界
史
的
意
義
は
（
勿
論
他
に
も
要
素
は
あ
る
け
れ
ど
）
、
彼
の
紳
學
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）

る
も
の
と
断
定
し
得
る
だ
ら
う
。

　
　
　
融
罫
輝
学
漕
と
｝
し
て
の
バ
山
ソ
ロ
ー
パ
ウ
ロ
瀧
戦
學
の
メ
意
義
に
ド
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
月
一
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（
一
）

（
二
）

（
三
）

　
暫
県
研
究
　
第
二
百
十
六
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
ニ

エ
ペ
ソ
堂
幅
が
果
し
て
パ
ウ
擁
自
身
か
ら
綴
て
居
る
か
、
或
採
彼
の
忠
實
な
勝
れ
糞
あ
ろ
一
人
の
弟
子
の
筆
に
域
つ
六
か
と
量
ふ
問
題
ほ
、
今
に

樵
る
出
国
で
藩
学
潜
の
決
定
し
か
れ
て
、
屠
ろ
鞭
矩
…
阿
で
あ
ろ
。
目
坂
近
の
パ
ウ
ロ
の
手
紙
の
幅
呉
俄
㎜
に
醸
捌
す
ろ
批
～
評
に
、
　
次
餓
濯
ド
振
億
健
と
力
駆
り
、
　
從
つ
で
、
巾
自

來
の
下
膳
に
麟
ら
ん
と
す
る
傾
向
が
あ
る
Q
か
く
し
て
コ
ロ
サ
イ
書
α
今
で
は
殆
ん
ど
一
般
的
に
、
パ
ウ
ロ
の
作
と
認
め
ら
れ
る
に
至
つ
穴
。

然
し
エ
ペ
ソ
書
ほ
コ
・
サ
イ
譜
と
密
接
に
嗣
毒
し
て
贋
る
に
も
か
㌧
に
ら
す
　
ハ
何
れ
も
『
幽
凶
書
翰
』
に
騰
す
る
こ
と
、
そ
の
内
奪
の
類
似
、
そ

の
宛
先
敏
會
の
近
接
等
、
殊
に
コ
ロ
サ
イ
書
四
ノ
一
六
、
滲
紹
…
）
、
パ
ウ
ロ
自
男
か
ら
濫
訴
と
見
る
こ
と
の
携
來
な
い
諮
要
素
ノ
4
3
包
含
し
て
肘
ろ
。

最
近
の
研
究
の
大
勢
も
こ
ハ
ウ
ロ
の
眞
作
で
あ
ろ
こ
と
な
拒
籍
し
て
居
る
。
そ
の
詳
細
は
鐸
丘
ぎ
］
）
一
げ
畠
器
”
ト
コ
α
δ
団
喜
§
二
（
疑
艶
躍
3
蓉
び

雲
影
囲
●
寡
．
憲
9
ゆ
■
掛
島
・
ω
鴨
み
メ
O
管
⑪
餅
Φ
O
）
滲
照
Q
｝
｛
．
び
菟
§
乾
誉
の
近
業
O
窪
。
翫
畠
8
（
ざ
冠
拶
囲
〔
窪
以
翻
。
ぎ
日
．
匿
o
k
〆
コ
〔
診
㈹
ρ
H
O
諺

も
。
・
・
。
ま
に
も
、
延
言
の
見
解
が
示
さ
れ
て
み
る
。
然
し
一
九
瓢
…
三
年
欝
直
り
謎
り
（
2
。
爵
m
9
蓉
一
答
ご
。
髪
。
ダ
G
。
・
に
含
ま
れ
て
居
る
類
。
凹
鼠
蝕

ぎ
翼
。
亀
に
、
エ
ペ
ソ
書
奄
パ
ウ
・
の
作
と
見
、
書
申
に
見
え
ろ
如
き
雄
大
な
思
想
に
、
パ
ウ
・
の
後
置
者
に
に
辿
も
期
待
揖
來
な
い
と
云
っ

て
贋
ろ
（
ω
●
㌫
恥
）
o

回
じ
陣
。
欝
ご
｝
9
昌
コ
匂
　
一
び
μ
伽
●
　
ω
■
　
ゆ
軌
O
●
　
一
般
に
「
。
ハ
繭
ソ
ロ
淋
學
が
”
…
以
ト
湘
の
翫
船
文
堂
劉
に
ド
及
ぼ
D
し
ハ
影
蜘
質
に
「
つ
い
で
、
も
、
　
同
気
ロ
一
一
〇
〇
一
一
一
山
ハ
」
四
轡
最
、
　
並
び
に
ド

ρ
℃
審
箆
。
誘
誤
d
霧
男
壁
一
貯
冨
ヨ
蕊
・
8
聯
－
穂
回
峯
照
Q

ダ
イ
ス
マ
ン
が
一
九
二
三
年
英
國
で
試
み
穴
講
演
戸
9
。
艶
色
圃
・
濾
9
圃
。
。
・
霧
・
客
好
〔
ぎ
同
、
、
・
象
；
こ
、
・
益
の
申
に
、
第
一
世
紀
か
ら
第
二
世

紀
に
か
け
て
パ
ウ
ロ
に
数
會
で
理
解
さ
れ
な
か
つ
象
と
云
ふ
が
、
そ
れ
ば
バ
ゥ
ロ
榊
學
為
悉
曇
に
重
要
観
し
乗
誤
れ
ろ
態
度
か
ら
生
す
る
結
論

に
過
ぎ
な
い
Q
も
し
パ
ウ
獅
の
騨
瀦
思
想
轟
、
キ
リ
ス
ト
と
の
交
り
』
庵
申
心
と
し
て
見
、
彼
の
亦
文
學
的
な
手
繰
な
申
出
と
し
て
見
れ
ば
こ
ハ
ウ

買
の
影
撫
M
ほ
甚
だ
紬
鞍
縁
…
的
に
な
う
と
主
張
し
て
贋
ろ
（
佐
聯
叫
瞼
明
也
澤
『
イ
エ
ス
、
と
。
ハ
ウ
ロ
』
一
齢
〇
三
蔵
…
以
下
、
（
砿
ほ
皿
五
七
一
｝
山
ハ
四
頁
滲
r
昭
讐
『
餓
埋

十
九
世
紀
に
お
い
て
、
西
洋
の
多
く
の
人
々
が
、
自
分
ぱ
パ
ウ
ロ
な
鰻
解
し
カ
と
思
つ
六
が
、
多
く
の
者
ば
彼
為
談
解
し
て
み
ろ
』
〔
同
欝
工
ハ

三
頁
）
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